石川県長寿社会課
＜留意事項通知　第３の１０（４）に関するＱ＆Ａ＞
Ｑ１
　「サービス利用にかかる理由書」の様式に、利用者がサービスの質が高い事業所として、当該事業所を希望した具体的な理由として項目が挙げられているが、それ以外の理由については認められないのか。
Ａ１
　様式に示しているのは、例であり、サービスの質が高いとする希望理由は、本人の状態等により異なると考えられることから、例にないものについては、自由記載欄に該当サービス及び具体的な理由を記載していただきたい。
Ｑ２
⑤に示されている、「利用者から質が高いことを理由に当該サービスを利用したい旨の理由書」について、既存の利用者分については、どう対応したらよいか。
Ａ２
居宅介護支援事業者は、利用者の希望に基づき、居宅サービス計画の作成に当たっていることから、居宅サービス計画作成時の状況について記載していただいて差し支えない。
なお、地域ケア会議等には、理由書の提出は必要ない。
Ｑ３　
⑤に例示されている、「地域ケア会議等に当該利用者の居宅サービス計画を提出し、支援内容についての意見・助言を受けているもの」とは、具体的にどのような場合か。
Ａ３
例としては、以下のような場合が想定される。
・地域包括支援センターが実施するケアプランチェックや事例検討会において、当該利用者の支援内容について、意見・助言を受けた場合。
Ｑ４　
⑤に該当することついて、届出時に、どのような添付資料が必要か。
Ａ４
該当する居宅サービス計画１件につき、「サービス利用にかかる理由書」及び「ケアプランに係る意見・助言内容」の両方について添付が必要となる。（※計算方法については、厚生労働省「平成２７年度介護報酬改定に関するＱ＆Ａ（Vol.2）」【問２８】を参照。）
Ｑ５
「⑥　その他正当な理由と都道府県知事が認めた場合」とは、具体的にどのような場合か。
Ａ５
届出に記載いただく「８０％を超えている場合の理由」について、個別にその適用について判断させていただく。
